
「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」 

（令和２年３月 19日新型コロナウイルス感染症対策専門家会議）（抜粋） 

 

 

Ⅱ．状況分析等 

３．北海道の感染状況と対策の効果について 

(２) 国内での様々な対策の効果について 

（略）また、一般に感染症の増減には一定の小幅なサイクルが存在していることなどから、

引き続き、その動向を注視していくとともに、市民や事業者の皆様に、最も感染拡大のリス

クを高める環境（①換気の悪い密閉空間、②人が密集している、③近距離での会話や発声が

行われる、という 3つの条件が同時に重なった場）での行動を十分抑制していただくことが

重要です。 

 

７．地域ごとの対応に関する基本的な考え方 

今後、日本のどこかでオーバーシュートが生じた場合には、地域ごとに断続的に発生して

いくことが想定されます。こうした状況下では、社会・経済機能への影響を最小限としなが

ら、感染拡大防止とクラスター連鎖防止の効果を最大限にしていく観点から、地域の感染状

況別にバランスをとって必要な対応を行っていく必要があります。 

感染状況が拡大傾向にある地域では、まん延のおそれが高い段階にならないように、まず

は、地域における独自のメッセージやアラートの発出や一律自粛の必要性について適切に検

討する必要があります。その場合、社会・経済活動への影響も考慮し、導入する具体的な自

粛内容、タイミング、導入後の実施期間などを十分に見極め、特に「感染拡大が急速に広ま

りそうな局面」や「地域」において、その危機を乗り越えられるまでの期間に限って導入す

ることを基本とすべきだと考えます。 

感染状況が収束に向かい始めている地域並びに一定程度に収まってきている地域では、後

述するように、人の集まるイベントや「３つの条件が同時に重なる場」を徹底的に回避する

対策をしたうえで、感染拡大のリスクの低い活動から、徐々に解除することを検討すること

になると考えます。ただし、一度、収束の傾向が認められたとしても、クラスター（患者集

団）発生の早期発見を通じて、感染拡大の兆しが見られた場合には、再び、感染拡大のリス

クの低い活動も含めて停止する必要が生じえます。 

感染状況が確認されていない地域では、学校における様々な活動や、屋外でのスポーツや

スポーツ観戦、文化・芸術施設の利用などを、適切にそれらのリスクを判断した上で、感染

拡大のリスクの低い活動から実施してください。ただし、急激な感染拡大への備えと、「3 つ

の条件が同時に重なる場」を徹底的に回避する対策は不可欠です。 

 

８．学校等について 

政府は、２月 27 日に、全国の小中高・特別支援学校の一斉臨時休校を要請しました。学

校の一斉休校については、３．で触れたように、北海道においては他の取組と相まって全体

として一定の効果が現れていると考えますが、学校の一斉休校だけを取り出し「まん延防止」

に向けた定量的な効果を測定することは困難です。 
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また、この感染症は、子どもは重症化する可能性が低いと考えられています。一方では、

中国等では重症化した事例も少数例ながら報告されており、更に、一般には重症化しにくい

特性から、無症状又は症状の軽い子どもたちが、高齢者等を含む家族内感染を引き起こし、

クラスター連鎖のきっかけとなる可能性などを指摘する海外論文なども見られており、現時

点では、確たることは言えない状況であると考えています。ただし、上記７．の「感染状況

が拡大傾向にある地域」では、一定期間、学校を休校にすることも一つの選択肢と考えられ

ます。 

 

Ⅲ．提言等 

１．政府及び地方公共団体への提言 

（５）学校等について 

春休み明け以降の学校に当たっては、多くの子どもたちや教職員が、日常的に長時間集ま

ることによる感染リスク等に備えていくことが重要です。この観点から、まずは、地域ごと

のまん延の状況を踏まえていくことが重要です。さらに、今後、どこかの地域でオーバーシ

ュートが生じた場合には、Ⅱ．７の地域ごとの対応に関する基本的な考え方を十分踏まえて

いただくことが必要です。 

また、日々の学校現場における「３つの条件が同時に重なる場」を避けるため、①換気の

悪い密閉空間にしないための換気の徹底、②多くの人が手の届く距離に集まらないための配

慮、③近距離での会話や大声での発声をできるだけ控えるなど、保健管理や環境衛生を良好

に保つような取組を進めていくことが重要です。 

併せて、咳エチケットや手洗いなどの基本的な感染症対策の徹底にもご留意ください。 

児童生徒や学校の教職員については、学校現場で感染リスクに備えるとともに、学校外で

の生活で感染症の予防に努めていくことが重要です。日頃から、集団感染しやすい場所や場

面を避けるという行動によって急速な感染拡大を防げる可能性が高まります。 

例えば、できるだけ換気を行って密閉空間を作らないようにしたり、咳エチケットや手洗

いなどの基本的な感染症対策を徹底したり、バランスのとれた食事、適度な運動、休養、睡

眠などで抵抗力を高めていくことにも心がけてくださるようお願いします。 

教職員本人やその家族等が罹患した場合並びに本人に発熱等の風邪症状が見られる場合

には、学校へ出勤させないよう徹底してください。また、児童生徒にも、同様の取組の徹底

を図るようにしてください。 

 


